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●質○答

私たち登別市議会議員には、市の重要事項などの議決や、市政の監視・チェック機能に加え、登
別市の発展に尽くす責務があります。
その責務を果たすには、市民の皆さんからの大きな信頼が必要であるとともに、私たち議員自ら

を律する倫理基準を定めることが必要であると考え、『登別市議会議員政治倫理条例』の制定に向
けて取り組んでまいりました。
条例制定までには、総務・教育委員会はもとより、全議員による協議、市民との意見交換会や議

会フォーラムにおいて、貴重なご意見やご提言をいただきました。それらを積極的に取り入れさせ
ていただき、実効性のある条例として制定することができました。
＜条例の特徴＞
第⚑条 議員は公職者であり、市民の厳粛な信託を受けたものであることを基本として、市民の

信頼に応え、公正で開かれた市政の発展に寄与することを目的とする。
第⚒条 議員は、公共の秩序、善良な風俗・習慣に基づいた政治活動を行わなければならない。
第⚓条 議員の地位を利用して行ってはならないこと、議員に対する市民の不当な要求を拒否す

ることなど、議員として守るべき⚘項目の政治倫理基準を規定。
第⚔条 身分等報告書の提出を義務付け、公人として事前に身分、地位を明らかにすることによ

り、議員の立場を利用した不正な行為を防止する。
第⚕条 市民としての義務である、国、道、市の税などの納付状況に関する報告を義務付け。
第⚖条 議員がかかわる法人などが行う市との入札行為などにおいては、厳正中立かつ不正を生

じさせないための遵守事項を規定。
第⚗条 条例違反行為に対する市民の調査請求権の行使を容易にするため、請求者本人に加えて、

賛同者⚑名以上で請求可能とする。
第⚘条 議員から提出された報告書などの審査は、市

長の諮問機関である政治倫理審査会で行う。
第⚙条 議員の逮捕、起訴後には、議員自ら市民への

説明会を開くことを義務付け、開催を拒否する
など説明責任を果たさない場合は、市民⚕⚐人以
上の連署による説明会開催の請求を可能とする。

第⚑⚐条 議員の有罪確定後には、自ら議員を辞職する。
議員が辞職しない場合は、議会が議員辞職勧告
決議案を出す。

※『登別市議会議員政治倫理条例』は、登別市議会のホームページでご覧いただけます。

●質○答

登別市議会議員政治倫理条例を可決！！

政治倫理条例制定に向けて行われた市民との
意見交換会（市民会館）


